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助成活動名 
「インクルーシブ・アーティスト・イン・レジデンス『HUB Lab. AIR』」を通じた、イン
クルーシブ教育の推進と障がい者の活躍の場作りおよび地域振興 

助成額 50 万円 

活動内容 

目的 

「アートはインクルーシブ教育及び共生社会創造を推進する」という仮 
説を基に検証。 
本事業は、誰もが参加し体験できるインクルーシブな創作制作を通じて、子ど
も・障がい者・アーティスト・地域、それぞれの可能性を育むことを目指す。 
本事業の参加者が地域社会に新しい価値観をもたらしその輪が広がることを期
待する。 

内容 

・実施理由 
国連障害者権利委員会は日本における障害者権利保障の状況に関する報告書を
発表し小中学校の「特別支援学級制度」廃止要請を行った。障がいの有無に関
わらず全ての人が体験の権利を持てる社会を追求する試みが日本の教育現場に
必要と考える。 
試みのひとつとして、アーティストを招聘し様々な価値観に触れる体験の幅を
広げる機会をつくる。活動に参加する子どもたち、弊社の障がいをもつメンバ
ー、アーティストが共に創作活動をすることで新しい視点と対話を生み、その
体験を元に「誰もが自分らしく生きることができる」心の基盤をつくることが
共生社会創造に繋がると考える。 
 
・実施内容 
はなす・おどる・かなでる 対話型鑑賞会 
2024 年 6 月 15 日 10:00～15:00 
開催場所：RSK 山陽放送本社 岡本太郎作品「躍進」前 
鑑賞サポート：手話通訳・手引きサポート・英語通訳 
 
作品鑑賞を通して、参加者同士が感じたことを対話することで他者との違いと 
相互理解、新しい自分の視点に気づくことが出来る鑑賞会を実施。 
言葉だけでなく絵を描いたり身体を動かしたり音を鳴らしたりして対話するプ
ログラム。 
 
 
おかやまインクルーシブフェスティバル 2024 
2024 年 11 月 9 日 13:00～ 
開催場所：岡山芸術創造劇場 中劇場 
鑑賞サポート：手話通訳・字幕・盲導犬同伴席・車いす席・英訳プログラム 
 
様々な立場の人がステージに立ち、生きるメッセージとパフォーマンスを披
露。障がいをもつ人たちのダンスカンパニーやバンド・戦火を逃れたウクライ
ナからのアコーディオン奏者・ダンサー・音楽家など。 



当初の
計画か
らの変
更点 

 
委託費１の「年間活動撮影•報告冊子・ホームページ制作費」を「活動報告撮影・
動画制作費」に変更した。 
 

成果 

はなす・おどる・かなでる 対話型鑑賞会 
参加者：のべ 78 名 3 歳～73 歳 
 
立体的な陶の作品を鑑賞作品に選ぶことで、盲導犬を利用する視覚障害をもつ
方も、RSK 山陽放送本社より許可を得た上で、作品に触って作品鑑賞すること
ができた。 
 
39 年間ひきこもりをしていた方が参加。身体や音での対話の時間に、今まで見
たこともないほどアクティブに動き、音を鳴らし、笑顔で活動する様子がみら
れた。活動後、人前に出ること、自己表現することに対するバリアが以前より
無くなり、自身のことを話したり人前で表現したいという発言が増えた。 
 
おかやまインクルーシブフェスティバル 2024 
参加者：298 名 
 
初めて、劇場に盲導犬を連れた観客が来ることができた。 
 
字幕と手話があったことで聴覚障害をもつ人も舞台を観ることができた。 
 
演者が舞台上からメッセージを届けることで、観客も関係者も含めて、今まで
知ることが無かった視点や立場に触れることができた。 
 

今後の課題と対
応策 

対話型鑑賞会のワークショップは参加者主体で実施することができたが、フェスティバル
は観る側と演じる側に分かれるため、自分事として感じる機会をつくることが難しかっ
た。また、インクルーシブに関心のある人が参加するクローズドなイベントになった。 
 
今後は、「インクルーシブ」に関心がある人だけでなく、自然に関心をひくアプローチを実
施していく。方法として、コンテストの開催、街なかでのアート展示、支援校へのアウト
リーチアートワークショップ等。 
2026 年 2 月 1 日～15 日を開催期間とし、岡山芸術創造劇場を中心に、街に出て地域の中
で実施予定。 
 



写真の提出 

 
6 月 15 日 はなす・おどる・かなでる 対話型鑑賞会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 月 9 日 おかやまインクルーシブフェスティバル 2024 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 


